
 
 
○ コ ア 企 業 の 保 有 す る

DNA 鑑定技術と、連携
体の保有する親子鑑定
で培ったコンサルティング
技術が融合 

○ 独自の DNA 分析手法に
よる異物混入検査 

 
・食品・医薬品市場のニッチ

分野を目指す。 
 
・ニッチ市場ながら、５年度

には１０億円の売上げを
見込む。 

 
                                                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
  

連携体の構成 

コア企業：ビジョンバイオ（株）（久留米市：食品分析・DNA 鑑定・環境調査） 
連携企業等：日本ジェノミクス（株） 

 

連携の特徴 新事業 市場性 

テーマ名：食品・医薬品検査における最先端ＤＮＡ鑑定サービスの事業化 
～バイオベンチャーによるニッチ市場の開拓を目指す～ 

事業計画の概要： 

・医薬品・食品・包材・部品等の製造現場において、毛髪等の異物の混入により、企業・商

品イメージがダウンする恐れがあるため、製造メーカー等の企業は、防止策に多大なコス

トをかけている。 

・本事業は、従来、再発防止のための原因追及と責任の所在を明らかにすることが困難で

あったが、コア企業の持つDNA鑑定技術と、連携体の持つDNA親子鑑定で培ったコンサ

ルティングのノウハウが融合し、DＮＡ鑑定による異物混入検査を導入することで、再発の
抑止力となることが期待される。 

地 域 事業分野 バイオ（DNA 鑑定） 

①政府系金融機関の低利融資（国民金融公庫）、②事業化・市場化補助金 

支援予定メニュー  

異物混入発生元
確認検査 

 

平成１７年９月１６日 九州（福岡県） 

 
コア企業：ビジョンバイオ（株） 
 
・DNA 分析に関する多くのノウ

ハウ 
 

 
日本ジェノミクス（株） 
 
・インフォームドコンセント・ヒトＤ

ＮＡ鑑定の法的対応等のノウハ

ウ 

研究開発及び検査業務 マーケティング及び営業 

認定日 


